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福祉情報誌 第１１１号 201６．８．1 

ふくどん 

 

サポートセンターはばたき喫茶店（中央公民館内）では、冷た～いスウィーツを販売して

います。暑い夏、涼を求めている皆さんをはばたきの３名が笑顔でお待ちしております！ 

（営業日：月曜日～金曜日 営業時間：１０時～１５時３０分） 

とびっきりの涼しさ



社協活動基本目標 ： わたしたちは、長寿社会を健康で安心してすごせる福祉のまちをつくりましょう 

第１１１号 福祉情報誌 福丼 平成２８年８月１日 

 

晴
天
の
下
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会 

西
原
町
第
２
民
児
協
は
、
６
月

日
（
木
）
～

日
（
金
）
に
一
泊
二

日
で
県
内
研
修
を
行
い
ま
し
た
。 

一
日
目
の
午
前
中
は
、
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
日
常
生
活
に
困
難
を

有
す
る
子
ど
も
・
若
者
（
ニ
ー
ト
、

ひ
き
こ
も
り
、
不
登
校
、
発
達
障

害
、
生
活
困
窮
…
等
）
の
相
談
支
援

を
行
っ
て
い
る
「
子
ど
も
若
者
み
ら

い
相
談
プ
ラ
ザs

o
ra

e

」
へ
行
き
ま
し

た
。 臨

床
心
理
士
・
社
会
福
祉
士
・
精

神
保
健
士
・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
ス

タ
ッ
フ
が
常
駐
し
、
本
人
や
家
族
に

寄
り
添
っ
て
相
談
に
応
じ
、
子
ど
も

若
者
達
の
社
会
自
立
に
向
け
て
、
就

学
・
就
労
・
居
場
所
・
福
祉
制
度
の

利
用
法
、
環
境
整
備
・
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ヘ
ル
ス
改
善
等
、
目
的
達
成
の
た

め
他
機
関
と
連
携
し
支
援
し
て
い
る

状
況
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
多
く
の
意

見
交
換
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

午
後
は
、
平
和
月
間
に
ち
な
み
、

南
風
原
町
文
化
セ
ン
タ
ー
移
動
し

て
、
初
め
に
、
沖
縄
戦
襲
来
の
様
子

や
証
言
映
像
、
南
風
原
の
戦
前
・
戦

中
・
戦
後
の
様
子
を
視
聴
し
、
そ
の

後
セ
ン
タ
ー
内
の
証
言
展
示
物
の
見

学
を
し
ま
し
た
。
入
口
を
通
る
と
、

壕
の
半
分
の
壁
に
沿
っ
て
２
段
ベ
ッ

ド
が
続
き
、
手
足
が
切
断
さ
れ
血
ま

み
れ
の
包
帯
が
巻
か
れ
た
軍
人
が

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
る
情
景
が
あ
り
ま

し
た
。
近
づ
く
と
時
お
り
異
様
な
臭

い
が
漂
う
装
置
が
な
さ
れ
、
そ
の
中

で
看
護
を
担
っ
た
当
時
の
ひ
め
ゆ
り

学
徒
隊
の
苦
難
さ
に
心
・
を
折
ら
れ

つ
つ
、
引
き
続
き
南
風
原
陸
軍
病
院

壕

号
の
壕
内
を
実
際
に
歩
き
戦
争

の
悲
惨
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 

 

南
風
原
町
は
次
世
代
で
平
和
の
尊

 

平
成

年
度
県
内
研
修 

-

子
ど
も
若
者
み
ら
い
プ
ラ
ザ
・
南
風
原
文
化
セ
ン
タ
ー
視
察- 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
   

  
 
 
 

-
 

西
原
町
第
２
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会 - 

  

毎
年
、
子
ど
も
達
が
楽
し
み
に
し
て

い
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
を
７
月

日
、

気
持
ち
の
い
い
青
空
に
広
く
光
る
青
い

海
の
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
で
お
も
い
っ
き

り
泳
ぎ
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
、
お
昼
に
お

い
し
い
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
か
き
氷
で
お

腹
を
満
た
し
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、
飲
食
業
協
会
か
ら
頂

い
た
４
個
の
ス
イ
カ
で
豪
華
に
ス
イ
カ

割
り
、
な
か
な
か
割
れ
な
い
ス
イ
カ
に

子
ど
も
達
は
必
死
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

バ
ッ
ド
を
振
り
下
し
て
い
る
姿
が
可
愛

く
て
笑
い
を
誘
っ
て
い
ま
し
た
。 

オ
キ
コ(

株)

か
ら
も

キ
ロ
の
焼
き

そ
ば
を
頂
き
い
ろ
い
ろ
な
味
付
け
を
し

て
参
加
者

名
で
完
食
し
ま
し
た
。
両

社
に
は
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

本
年
度
は
、
民
生
委
員
さ
ん
３
名
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
８
名
、
社
協
職
員
も

参
加
し
て
子
ど
も
達
の
見
守
り
や
い
ろ

い
ろ
な
準
備
等
に
協
力
し
て
頂
き
ス

ム
ー
ズ
な
会
の

進
行
と
な
り
ま

し
た
。 

 

帰
路
に
就
く

日
焼
け
し
た
子

ど
も
達
の
笑
顔

が
と
て
も
楽
し

か
っ
た
こ
と
を

も
の
語
っ
て
い

ま
し
た
。 

研修地「南風原文化センター」にて 

南風原陸軍病院壕20号跡地 

さ
を
語
り
継
ぐ
為
、
沖
縄
陸
軍
病
院

壕

号
の
整
備
や
文
化
セ
ン
タ
ー
の

移
転
設
立
を
行
い
資
料
館
の
整
備
も

行
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

二
日
目
は
、
北
部
の
自
然
散
策
を

満
喫
し
、
大
石
林
山
の
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
を
浴
び
、
明
日
か
ら
の
民
生

委
員
活
動
へ
の
十
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

補
給
を
行
い
、
充
実
し
た
県
内
研
修

を
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。 

大石林山にて集合写真 

参加者全員で記念撮影 



社協基本活動目標 ： わたしたちは、互いに助け合い支えあって、共に生きる福祉のまちをつくりましょう 

第１１１号 福祉情報誌 福丼 平成２８年８月１日 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

～
介
護
老
人
保
健
施
設 

西
原
敬
愛
園
～ 

 

平
成

年
４
月

日
に
熊
本
で
発

生
し
た
『
熊
本
地
震
』
で
は
甚
大
な
被

害
を
受
け
ら
れ
た
方
々
が
多
数
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
当
施
設
と
同
じ
「
介

護
老
人
保
健
施
設 

第
二
コ
ス
モ
ピ
ア

熊
本
」
も
建
物
の
被
害
が
大
き
く
出
た

施
設
の
一
つ
で
同
法
人
の
病
院
へ
約

二
ヶ
月
の
避
難
所
暮
ら
し
が
続
い
た
そ

う
で
す
。
西
原
敬
愛
園
で
は
、
熊
本
の

一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を
願
い
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
利
用
者
様
・
職
員
で
千
羽

鶴
を
折
り
同
施
設
へ
お
贈
り
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 

き
っ
か
け
は
、
目
の
不
自
由
な

代

の
女
性
T
様
で
し
た
。
生
活
リ
ハ
ビ
リ

と
し
て
鶴
を
折
っ
て
い
る
時
に
「
誰
か

渡
し
た
い
人
は
い
ま
す
か
？
」
と
尋
ね

る
と
す
ぐ
に
「
熊
本
の
人
に
届
け
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
目
は
不

自
由
で
す
が
耳
は
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
毎
日
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
熊
本

の
情
報
を
聞
い
て
、
と
て
も
気
に
か
け

て
お
ら
れ
、

才
の
時
阿
蘇
の
内
牧
に

住
ん
で
い
た
と
の
事
で
、
他
人
事
で
は

な
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
T
様
は
１

つ
の
鶴
を
折
る
の
に
２
～
３
時
間
か
け

て
丁
寧
に
折
っ
て
く
だ
さ
り
他
の
利
用

者
様
や
職
員
へ
「
熊
本
へ
千
羽
鶴
を
贈

り
た
い
！
」
と
伝
え
る
と
た
く
さ
ん
の

方
が
手
を
あ
げ
皆
同
じ
想
い
で
鶴
を
折

り
ま
し
た
。
自
宅
へ
持
ち
帰
っ
て
折
っ

て
下
さ
る
方
、
一
か
ら
習
っ
て
折
っ
て

下
さ
る
方
、
１
日
を
費
や
し
な
が
ら
ひ

た
す
ら
折
っ
て
下
さ
る
方
々
の
も
と
千

羽
鶴
は
完
成
し
ま
し
た
。 

 

 

T
様
に
熊
本
の
方
へ
伝
え
た
い
想
い

を
尋
ね
る
と
「
こ
の
鶴
を
飛
ば
し
て
１

人
１
人
救
っ
て
ほ
し
い
・
羽
ば
た
い
て

い
っ
て
皆
を
救
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
想

い
で
し
た
。
６
月

日
千
羽
鶴
は
完
成

し
「
介
護
老
人
保
健
施
設 

第
二
コ
ス

モ
ピ
ア
熊
本
」
へ
お
届
け
致
し
ま
し

た
。
ほ
ど
な
く
、
「
第
二
コ
ス
モ
ピ
ア

熊
本
」
よ
り
御
礼
の
お
手
紙
が
届
き
施

設
の
正
面
玄
関
に
飾
ら
れ
て
い
る
千
羽

鶴
の
写
真
も
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
皆
様
か
ら
頂
い
た
温
か
い
ご
支
援
に

感
謝
し
な
が
ら
、
私
達
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
利
用
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
へ

貢
献
し
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
そ
し
て
皆
様
方
の
よ
う
に
、
ど

こ
か
で
支
援
を
要
す
る
よ
う
な
状
況
で

あ
れ
ば
、
真
っ
先
に
手
を
差
し
伸
べ
る

事
が
で
き
る
よ
う
な
施
設
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
一
歩
一
歩
進
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
」 

と
い
う
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
だ
ま
だ
大
変
な
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
が
、
被
災
地
の
皆
様
の
笑
顔
が
増

え
る
事
を
心
よ
り
お
祈
り
し
復
興
す
る

そ
の
日
ま
で
微
力
な
が
ら
も
ず
っ
と
応

援
し
て
い
き
ま
す
。 

千羽鶴を丁寧に作成した通所リハビリメンバー 

熊本で飾られた千羽鶴 

お礼の手紙と同封された第二コスモピア熊本の皆さんの写真 



 社協活動基本目標 ： わたしたちは、ボランティア活動に参加し、共に喜び合える福祉のまちをつくりましょう 

第１１１号 福祉情報誌 福丼 平成２８年８月１日 



社協基本活動目標 ： わたしたちは、知恵や創造性を生かした心豊かな福祉のまちを作りましょう 

第１１１号 福祉情報誌 福丼 平成２８年８月１日 

開館日： 毎週月曜日～土曜日【日・祝日・年末年始休館】 

時  間： 9時～1７時１５分 

対象者： 西原町在住・在勤の40歳以上の方 

利用料： 100円【マッサージ器具などを利用できます】 

場  所： 西原町字与那城135番地（中央公民館隣） 

電  話： 098-946-1734 

  ※利用時に介助が必要な方は介助者の同伴をお願い致します。 

西原町介護予防拠点施設 

●
内
容 

・体
力
測
定
、
脳
力
測
定
、
血
圧
脈
拍
測
定
、
体
重
測
定
。  

      
 
 

・体
と
頭
を
使
っ
た
運
動
や
机
上
で
の
作
業
活
動
・脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。 

 
 
 
 
 

 

・
ミ
ニ
講
座
（も
の
忘
れ
予
防
と
運
動
・
口
腔
ケ
ア
・栄
養
バ
ラ
ン
ス
な
ど
） 

 
 

●
日
時 
平
成

年

月

日
～
平
成

年
2
月
1
日 

 
 
 
 
 
 

毎
週
水
曜
日
（
全

回
）  

時
～

時
（２
時
間
） 

 
 ●

定
員 

名
（
先
着
順
） 

 
 
 
 
 

※
こ
れ
ま
で
に
「が
ん
じ
ゅ
う
教
室
」
や
「
じ
ん
ぶ
ん
教
室
」を
参
加
さ
れ
て 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

い
な
い
方
が
優
先
。 

 

●
対
象 

①
西
原
町
在
住

歳
以
上
の
方 

 

 
 
 
 
 

②
運
動
制
限
の
無
い
方
。 

 
 
 
 
 

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。 

 

●
受
講
料 

無
料 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

●
場
所 

西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家
（多
目
的
ホ
ー
ル
）   

 

●
持
物 

動
き
や
す
い
服
装
・室
内
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
（※
内
服
薬
も
必
要
な
方
は
持
参
） 

 

●
受
付 

西
原
町
い
い
あ
ん
べ
ー
家 

窓
口
に
て
直
接
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

①
申
し
込
み
用
紙
（必
須
） 

 
 
 
 
 

②
問
診
表
（
必
須
） 

 
 
 
 
 

③
か
か
り
つ
け
医
の
情
報
提
供
書
を
依
頼
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 

（ま
た
は
検
診
・
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
で
も
可
） 

 
 
 
 
 

 

●
募
集
期
間 

平
成

年

月

日
（金
）

時
ま
で
に
受
付
書
類
の
提
出
。 

 

認
知
症
は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず

だ
れ
に
で
も
起
こ
り
う
る
病
の
一
つ

で
あ
り
、
若
い
方
に
お
こ
る
若
年
性

認
知
症
も
急
増
し
て
い
ま
す
。 

  

下
の
表
は
、
西
原
町
に
お
い
て

『介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
疾

患
』を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。 

 

認
知
症
が
原
因
で
要
介
護
認
定

を
受
け
る
方
が
増
え
て
き
て
い
る

今
だ
か
ら
こ
そ
、
ご
自
身
の
身
体

と
向
き
合
い
、
も
の
忘
れ
・認
知
症

を
予
防
に
備
え
、
じ
ん
ぶ
ん
教
室

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
!! 

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
方
、
も
の
忘
れ
を
予
防
し
た
い
方
へ
!! 

※
送
迎
の
利
用
は
、
車
を
持
っ
て
い
な
い
、
ま
た

は
、
免
許
を
お
持
ち
で
な
い
方
に
限
り
ま
す
。
ま

た
、
途
中
下
車
は
認
め
ら
れ
な
い
為
、
自
宅
か
ら
い

い
あ
ん
べ
ー
家
ま
で
の
往
復
の
送
迎
と
な
り
ま
す
。 

 

※
タ
ク
シ
ー
送
迎
要
相
談 

 西原町全体 男性 女性 

1位 
高齢による 

虚弱 
脳卒中 

高齢による 

虚弱 

2位 脳卒中 認知症 骨折・転倒 

3位 認知症 
高齢による 

虚弱 
認知症 

4位 骨折・転倒 心臓病 脳卒中 

じんぶん教室  （後期プログラム） 

10月  19日 開会式・体力測定・脳力測定 

26日 運動・測定結果報告 

11月  2日 運動・ミニ講義（運動ともの忘れ予防） 

9日 運動・（ストレッチ・筋トレ・バランス） 

16日 作業活動（かご作り） 

30日 運動・（ストレッチ・筋トレ・バランス） 

12月   7日 作業活動（ネームプレート） 

14日 運動・ミニ講義（栄養ともの忘れ予防） 

21日 レクリエーション・運動 

4日 運動・ミニ講義（口腔ケアともの忘れ予防） 1月    

11日 作業活動（鍋敷き） 

18日 運動・（ストレッチ・筋トレ・バランス） 

25日 運動・体力測定 

2月 1日 運動・修了式 



 

社協活動基本目標 ： わたしたちは、おもいやりいたわりあう心で住みよい福祉のまちをつくりましょう 

・株式会社石川酒造場（  仲松政治）  

 様より１０万円 

・新中糖産業株式会社（代表取締役 上原周夫）様 

 より創業57周年を記念して30万円 

・字棚原、宮城光子（故夫 秀盛）様より５万円 

・字与那城、池原良子（故夫 亀造）様より５万円 

・字上原、屋良キヨ（故夫 朝光）様より５万円 

・仲宗根菊乃様、金城春子様、喜屋武ハツ子様よ

りお元気ですか事業へ野菜提供 

第１１１号 福祉情報誌 福丼 平成２８年８月１日 

生活福祉資金は、資金の貸付と必要な相談援助を行うことにより、その経済的自立及び生活意欲の助長促

進並びに在宅福祉及び社会参加の促進を図り、安定した生活を送れるようにすることを目的としています。 
 

☆教育支援資金貸付 
 低所得世帯の方が学校教育法に規定する高等学校、大学、又は高等専門学校に就学する際に必要な経費を

貸付致します。 

 
＜貸付対象＞ 

○西原町内に在住していること。 

○低所得世帯（市町村民税非課税程度）に属していること。 

※日本学生支援機構、沖縄振興開発金融公庫、高校育英貸与奨学金、また、母子・父子世帯の方は母子寡婦福祉資金等、他制度

の利用が可能な世帯はそちらが優先されます。 

 （母子寡婦福祉資金の窓口：西原町役場子ども福祉課・９４５－５３１１） 

 ※生活福祉資金は審査により適否が決まりますので、ご期待に添えないこともあります。 

  また、お申込みから審査まで約1ヶ月程お時間を要します。 

 

種  類 貸 付 限 度 額  償還期間の目安 
貸付 

利子 

１．教育支援資金 

（修学するために必要な経

費） 

①高等学校（月３万５千円以内） 

②高等専門学校・短大（月6万円以内） 

③大学（月６万５千円以内） 

※特に必要と認められる場合には、①

～③額の1.5倍の額まで可能 

・教育支援資金のみ 

（貸付月数の3倍以内） 

・教育支援資金＋支度費 

（貸付月数の４倍以内）      

無利子 

２．就学支度費 

（入学に際し必要な経費） 
５０万円以内 

お問い合わせ：西原町社会福祉協議会（上江洲）９４５－３６５１ 

★利用できる方 
 障害福祉サービス受給者（居宅介護・重度訪問介護・  

 同行援護） 

 西原町地域生活支援事業受給者（移動支援事業） 

★利用日・時間 
 日曜日～土曜日（年末年始休み）午前７時～午後１１時 

★サービス内容 
 １．居宅介護計画の作成 

 ２．身体介護に関する内容 

 ３．家事援助に関する内容 

 ４．生活・介護等に関する相談及び助言 

 ５．日常生活支援（身体障害者に限る） 

 ６．その他生活全般にわたる援助 

 ７．歩行困難で外出時に介助を必要とする移動支援 

★概要 
公的制度（介護保険・障害福祉サービス）を利用

できない方や利用しているがもっと家のことを

やってほしい方に対し有料で下記のサービスを

行っています。お気軽にご相談下さい。 

★サービス内容及び利用料金 
 ①１時間あたり：1,0５0円（ヘルパー有資格者を派遣） 

        食事の支度・衣類の洗濯、住居等の掃除、整理

整頓、通院等外出の付き添い 

    ②１時間あたり：1,0５0円円 

生活必需品の買い物、留守番、話し相手 

  ※その他、簡易な身の回りの世話も行います。 
  

お問い合わせ：９４５-３６５１ 

 社会福祉協議会居宅介護事業所（玉里） 


